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はじめに

西国分寺地区(I日国鉄中央学園西側跡地)の遣跡発掘調査は、平成5年11月から開始さ

れました。発掘調査は7年度に終了し、8年度以降は整理調査となります。

推定「東山道武蔵路」は試掘調査で確認されましたが、その全容は本調査が進んでい

く中で、平成7年10月下旬ごろに明らかとなりました。幅12m、直線で300m以上という

古代の大規模な官道がその姿を現したわけです。このことは、研究者や一般の方々の大

きな関心を呼び、保存要望の声が上がりました。

平成8年1月以降、東京都教育委買会、国分寺市教育委貝会、関係事業者、西■分寺

地区遣跡調査会、都埋蔵文化財センタなど関係者による推定「東山道武蔵路」の保存

取扱について協議が行われました。

何度か協議を重ねた結果、各方面からの保存要望もあり、関係事業者は、最終的に者B

市計画の変更を決断し平成8年2月22日に全面保存することを表明しました。関係事業

者の英断に敬意を表したいと思います。

推定「東山道武蔵路」を現状で保存するには、埋めもどす必要があることから、埋め

もどす前に一般公開しようということで、平成8年3月10日(日)当遣跡調査会主催、者じ

埋蔵文化財'センターの協力により現地謀明会を開催しました。1500名もの多数の参加者

があり、あらためて関心の高さに驚かされました。

今後は、整備活用が焦点となりますが、「史跡のまち国分寺」にあった整備がなされる

よう願うものです。

この間、ご助言、ご協力いただいた坂詰秀一先生に感謝申し上げますとともに、関係

各位のご理解、ご協力に対して感謝申し上げます。

平成8年5 slo日

調査会長 柴崎正次

表紙写真：遣構完掘全景(南から)
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1.本書は、西国分寺地区住宅市街地総合整備事業5

に伴う平成7年度発掘調査において検出された推

定東山道武蔵路(SF 1 ・道路遣構)について

の概要報告書である。

2.本調査区は、東京都■分寺市泉町2丁目1番地‘

(旧国鉄中央鉄道学園西側跡地)に所在する。 I

3.調査は、国分寺市開発二部、東京都住宅局、東

京都住宅供給公社、住宅.都市整備公団の委託を受け、西国分寺地区遣跡調査会が実施した。

4.本書の編集.執筆は、坂諧秀一団長の指導のもとに、持田友宏副団長.早川東参与の助言を

得て、板野晋鏡が行った。 <fr

5.本書の執筆者名は、それぞれ目次および文責章の文頭に記した。

6.本書の挿図.図版の作成は、田口直美.司東順香.中野宏子が行った。

7.本書の内容は、平成8年3月31日における整理段階のものである。

8.発掘調査および本書の作成にあたって、下記の方々や諸機関よりご指導.ご協力を頂いた。

記して謝意を表したい。

木下良、近藤溢、飯田充晴、坂爪久純、山村信榮、木本雅康、福田健司、有吉重蔵、福田信夫、

上敷領久、川島雅人、岩橋陽一、武笠多恵子、松田隆夫、荒井健二、塚原二郎、河内公夫、谷

口榮、西野善勝、藤原佳代、杉浦由恵、小川将之

東京都教育委員会、国分寺市教育委貝会、東京都埋蔵文化財センター、脚君津郡市埋蔵文化財

センター、所沢市立埋蔵文化財調査センター、国分寺市遣跡調査会、府中市遣跡調査会、都立

府中病院内遣跡調査会、都営川越道住宅遺跡調査会、武蔵国分寺関連遣跡調査会

加藤重機建設■、国際航業■
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I.調査概要

................................................�m �m

遣跡の位置と環境本調査区は、JR中央線西国分寺駅の南東方向に占地している旧国鉄中央

鉄道学園跡地の西側部分に位置している。多摩川左岸に広がる武蔵野段丘面上に立地しており、

標高は約79mである。北には野川の開析谷で武蔵野段丘に深く刻まれた恋ケ窒谷、南方には下位段

丘である立川段丘との比高差約12mの国分寺崖線を控えている。南東崖線下には、南北1.5km、東

西2kmの広がりを持つ国指定史跡『武蔵■分寺跡』が在り、本調査区は、その北西地区の一画を

なしている。また、恋ケ窒谷の南斜面上には縄文中期の日影山

遣跡が在り、調査区北端は一部日影山遺跡と重複している。

恋ケ窒谷や■分寺崖線下には多くの湧水が在り、遣跡周辺は

野川の源流域となっており、下図に示すとおり著名な遣跡が数

多くの分布している。特に僧寺’尼寺の中央には、東山道武蔵

路と推定される12m幅の直線道路が南北に通過している。ま

た、南4 kmの位置には、国庁推定地があり■分二寺との一体化

の中で遣跡周辺は古代武蔵国の生活.文化の中心地であった：

国お市

東京都

中で遺跡筒辺は古代武蔵国の生括’文化の中心地であった。
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調査区分本調査は、西■分寺地区住宅市街地綠

合整備事業に伴う事前調査として、平成5年11月か

ら平成8年10月までの4ケ年計画で開始された。調

査区分は右図に示すとおり調査対象地区全体を4地

地区に区分し年度毎に順次調査する事とた。

今年度は、3区(22, 520.64m2)を対象に調査する

予定であったが途中事業計画に一部変更があり調査

期間が短縮されたため、次年度調査予定の4区

(13,429.64m2)も同時に調査することとなった。調

査面積の合計は、35,950.28m2である。

(NT80m)

4区

1区

(N660n)

2-区

3区
東山道(N540m>
検出位匿

(11300m)
80

(»180m)

調査区分図

調査の経緯昭和53年以降、武蔵■府や国分寺の

周辺域で行われた発掘調査や、平成3年に実施され

た試掘調査において、古代推定東山道武蔵路が当該

地区が位置する鉄道学園跡地の中央を南北に通過す

ることが確認されていた。

その後、学園跡地は開発事業に伴い事前に調査される事となり、その西側は当調査会が平成5

年度から調査を行い、東側は東京都埋蔵文化財センターによって平成7年度から調査される事と

なった。東山道の遣構推定位置には、都市計画道路の敷設が予定されており、道路部は東西の調

査区の境界にあたる-ため、東山道遺構の調査はそれぞれの調査機関が分担して行うこととなった。

(北側は西国分寺地区遣跡調査会、南側は東京都埋蔵文化財センターが担当。)

遣構全体の本格的な調査は平成7年5月から開始された。調査は、南側埋文センターの調査と

同時進行するよう適時打ち合せを行いながら進められてゆき、平成7年10月、12m幅の道路跡完

掘状態全景の空中写真撮影が行われ、総距離340mにおよぶ遣構の全容が明らかになった。

路面は一部削平されているが、古代律令期に構築された溝跡や硬化面など直線道路の跡が生々

しく検出されており、340mの遣構がほぽ完全な形で確認された例は全国的に見ても、初めての

事である。特に都市化の進む■分寺市域でこれほど大規模な道路遺構が検出された事は、考古学

者や古代道路の研究者のみならず、一般の人々の注目を集めた。

各方面から遺構の保存を望む声が多数寄せられるなか、平成

8年2月22日、開発事業者である国分寺市と関連事業者から計

画道路の位置を変更するための《「東山道武蔵路」の保存及び活

用案》が出され、遣構は全面保存されることとなった。

3月10日、現地説明会が行なわれ、その後、調査の最終チュ

ックを終えた古代の道路遺構「推定東山道武蔵路」は保存のた

め、砂により埋め民された。
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II.東山道武蔵路について

...........................�E 友も

大化の改新(645年)によって古代律令制度の基礎

を固めた大和朝廷は、地方の行政区画として五畿七

道を定め、各■に国司を派遣して地方の政治を掌握

した。それに伴い都と各国の国府を結ぶ交通路が七

道として整備された。その一つである東山道は中部

地方から関東・東北地方の山岳地帯を中心とする地

域で近江.美濃.飛轉.信濃.武蔵.上野.下野.

陸奥.出羽の九国である。これらの■々の■府と都

を結ぷ道路も東山道と呼ばれたが、いつ頃完成した

かは定かでなく 7世紀末頃と考えられている。「東

山道武蔵路」は上野国と下野■の中間の新田駅付近

から本道と別れ、武蔵国府(東京都府中市)に至る

往遺路である。このルートについては推定による各

説があり、確定していない部分が多い。また、今ま

で七道の発掘調査例が少なかったため、道路幅や側

溝、及び路面の状況等が明らかでなく、推測の域を

出なかったが、_近年になって調査例が増加し、その

規模や構造等が明らかになりつつある。

昭和53年に国分寺市西元町3 丁目で行われた第68

次調査で発見された東西に両側溝を伴う幅12 mの遣

構は、翌54年に約300m南の府中市武蔵台1丁目の調

査(144次調査)で道路跡と考えられた。以後府中市

と国分寺市の両市域で追及が行われ、府中市美好町

3 丁目から国分寺市東恋ケ窒4 丁目までの約4.2km

の間で10数力所から檢出され、南北に一直線に伸び

る古代道路跡であることが判明した。その間に同様

の遺構が群馬県境町(矢の原遺跡、牛堀遺跡)や埼

玉県所沢市(東の上遺跡)等で確認されたことから

東山道武蔵路と考えられるようになった。

本調査区でも事前の予備調査で遺構の存在が確認

されており、本調査の結果、東西の両側溝の心々で

計側すると12mの幅を持ち、東に2度偏りながら南

北に直線状に340mにわたって検出された。
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m.検出遣構について

.............................................B& �m

推定東山道武蔵路跡は、4区の東端を南北に通過してお

り、検出された遣構は溝跡4条(SD-29 -30-31- 32)と

硬化面を伴う切り通し状の遣構1基である。溝跡はいづれ

も南北方向の溝で、その形状.規模.覆土の堆積状態など

が酷似していることからSD-29.30とSD-31.32は共に

対あ関係にあり、それぞれ道路の東西両側溝であると推定

される。切り通し状遺構は道路跡の最北部で檢出され、路

面中央部から東方向に大きくそれながら東側溝を壞し、北

東の谷に向かって切り通し状に掘り込まれ構築されている。

また、その他に道路遺構と切り合い関係を持つ2条の溝跡

ほD̶5 ・ 33)と土坑1基ほx̶13)が檢出されている。

N

道路跡は、各遺構の新旧関係から推察すると次のように

最低4時期の変遷が想定される。

第1時期目は、東山道構築時の心々距離12m幅の東西両

側溝(SD-31.32)を伴う道路跡である。

第2時期目は、両側溝の上層で檢出された硬化面で、溝

が埋没した後に使用された道路跡と思われる。

第3時期目は、12m幅の道路の上に重複して構築された

心々距離9 m幅の東西両側溝(SD̶29'3Wを伴う道路跡

である。

第4時期目は、道路最北部で檢出された蛇行する数状の

硬化面と波板状の硬化面を伴う切り通し状に掘り込まれ構

築された道路跡である。

v ・4 SD-30.32(東側構)
近景(北から)

検出遺構全体因
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《第1時期目の道路跡》

第1時期目の道路跡は、両側溝間の距離12mの幅

を保ち、本調査区の北端から埋文センター調査区の

南端まで、ほぽ一直線に檢出された。その総距離は

340mを測る。両側溝は溝とはいっても底は繁がっ

ていない。途中所々堀り残された様に分断されてお

り、長土坑が速続する状態の部分もあった。分断さ

れた部分の間隔.長さは一定ではなく 、溝幅.深さ

も一定していない。溝ホ呈は、西溝が40～80cm、東溝力、-

45cm～Imを測る。深さは56～76cmを測り、最深部は

ハードローム層まで掘り込まれており、溝底には幅

15cm程の工具痕が多数検出された。また、溝壁や溝

肩は崩れが少なくオーバーハングした部分も崩落し

ていないことから、溝は比較的短期間で埋没したと

思われる。覆土は基本的に3層に分かれており、下

層は口"ムブロック主体で黒色土を含む。中間層は

粒子の粗い黒色土が主体で締まりは乏しい。上層は

黄褐色粘質土層で上面は踏み固められたと思われ硬

<締まっている。路面の中央部は鍋底状に僅んでお

りやや硬化した範囲も認められた。

-�̃u�''--aL
イ北部側構プラン

検出状況(南から)

SD-32完掘I

近景(北から)
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A12m幅道路跡完掘全景(南から)

《第2時期目の道路跡》

第2時期目は、両側溝の上層で檢出された硬化面

で、南側埋文センター調査区でも同様の踏み固めら

れたと思われる黄褐色粘質土層の硬化面が檢出され

ていることから、側溝が埋没した後に使用された道

路跡(踏み跡)と思われる。硬化面は溝の検出面か

らやや下がった位置で検出されており、中央部は皿

状に窒んでいる。土層の厚みは、10～15cmを測り下

層黒色土との境界はかなり明確に区分される。本来、

調査区の周辺では黄褐色の色調を持つ土層は、縄文

時代の遺物包含層より下位に堆積しており、溝が埋

没する過程で黄褐色土が自然堆積するのは考えにく

い。水などの影響により色調が変化したとも考えら

れる力s'、下層との区分が明確なことや、上面が踏み

跡として硬化している事などを考えると、溝が埋没

した後に側溝の上を通路として使用するために人為

的に黄褐色土を投げ込み、整備.補修を行った可能

性も考えられる。
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A溝上硬化面検出(南から)

A溝上硬化面検出(北から)



《第3時期目の道路跡》

第3時期目は、12m幅の道路の上に重複して構築

された心々距離9m幅の東西雨側溝(SD 29.3の

を伴う道路跡である。西側溝は旧道路の西側溝とほ

ぽ同じ位置を重複して掘っており、東側溝は西側溝

から9 mの位置に旧路面を壊して平行に掘られて

いる。調査区南側は鉄道学園の野球場跡で削平され

ているが南側埋文センター調査区でも同様の規模と

位置関係を持つ2条の溝跡が檢出されており、本調

査区で檢出された溝跡と繁がるものと推定される。

両側溝は北に向かうにつれ徐々に東-に振れていき、

溝の心々距離も次第に広くなってゆく。西溝は途中

途切れ以北では檢出されていない。溝幅は、約54cm

深さは30cmを測る。覆土は基本的に2層に分かれて

いる。下層は黒褐色土と暗褐色土との混合土でロー

ムを多く含む。人為的に埋め戻された層と思われ、

上面は強く締まっている。所謂、掘り方の層である

上層は自然堆積層で、粒子の細かい暗灰褐色土主体

で締まりは強い-。
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A. SD-29.31(西側溝)近景(北から)
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硬化面(踏み跡)
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《第4時期目の道路跡》

第4時期目は、道路最北部で検出された切り通し

状に掘り込まれ構築された道路跡である。路面は旧

道路の東寄りの位置から北東に向かって徐々に掘り

込まれ、大きく東に逸れながら東側溝ほD̶30'32)

を壌し皿状に深く掘り込まれている。遣構の幅は7.5

m.確認面からの深さは1.1mを測る。道路面には踏

み跡と思われる幅50cm程の2条の硬化面が蛇行しな

がら掘込みに向かって検出されており、硬化面は掘

込み部では幅1.8m程の波板状の硬化面となってい

る。また、掘込みの肩部でも幅50cm程の硬化面が数状

檢出されており、切り通し状の路面が埋没する過程

の中で長期間に渡って道路として使用されたものと

思われる。

ャゾ
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SD 31

(- �f

ホ

SX 13

キ

切り通し状遣お

て

以上のように、当該地区で検出された東山道に関

わる道路遺構からは最低4時期の変遷が想定される

が、この他にも3本の道路遺構が檢出されている。

2区の南東部で檢出された東山道の西側を平行して

走る浅い掘り込み状遺構(SF-3)と4区北部(東山

道の北側検出された北方の谷に向かって斜面を下

ってゆく幅40cm程の硬化面を伴う浅い掘り込み状の

遺構ほF 4-5)である。いずれの遺構も東山道の遣

構とは直接切り合い関係を持たないため、道路の使

用時期や変遷などは不明であるカシいずれも東山道

跡の周辺で檢出されていることから、何らかの関わ

りを持っているものと思われる。

これらの遺構についての説明は、未だ整理段階の

途中であり、編集の都合上、本書ではあまり詳しく

は触れられないが、4時期にわたる東山道遺構の使

用年代や他の道路遣構との関わりなど、課題は多い。

これらの解明は今後の整理.檢討に委ねると共に、

来年度調査予定の北方の谷の斜面地区での調査成果

に期待したい。
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▲硬化面検出状況(北から)

《その他の遣構》

SD 5は、平成モ年度調査区(1区)と平成6年

度調査区(2区)でも檢出されている東西方向の溝

跡で野球場跡で東山道遣構と直交する。新旧関係は

切りあい部が削平されているため不明である。

SD 33は、東山道の東側を並行して走る南北方向

の溝跡である。切り通し状遺構の手前から西方向に

振れながら切り通し状遺構・東側溝を壌し北西方向

に湾曲して続いている。

sx13は、切り通し状遺構の北側の肩部で検出さ

れた土坑で、一部SD_33に壌されている。切り通し

状遺構との新旧は断面での土層の違いが不明確なこ

とから、同時期かそれほど時期差がないものと思わ

れる。長軸2 m、短軸1.4～1.8m、深さ90cmの歪んだ

台形型の土坑で、底部に近い位置から南多摩窯G 5

(10世紀中頃)の須恵器の坪と碗が出土している。
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IV.東山道武蔵路と呼ばれる古代道路遣構

...................................................-�.Jll �

はじめに東京都国分寺市域からは昭和50年代後半頃から特異な形状をした二条の平行した溝
跡が検出されるようになった。それらは幾模と方向が同じで、各地点を結ぶと南北方向に直線的
に伸びていることから、二本の溝跡に区画された道路遣構であることが判明した。
国分寺市はこれをSF1道路跡として調査を続けてきた力f、府中市域でも同様な遺構が検出さ

れ、現在では府中市から国分寺・小平市境まで約も2kmに渡って確認されている。今回調査した鉄
道学■跡地はこの路線上に位置することから、道路跡の存在は調査以前から予想されていた。
道路遣構の変遷道路跡には4時期の変遷が認められた。第1期は溝心々距離12m幅の道路

で、溝の形状等から最も整備されsナ画的に施ェされた道路である。第2期は1期の溝が粗方埋没
したころ、幾分窒んだ溝跡上を踏み固めながら往来した痕跡が硬化面として残さ*れている。第3
期は溝心々距離9 m幅の道路で、第1期の西側溝と重なるように檢出されたので切り合い関係は
明廣である。第4期は調査地区北側で直線的な第1期道路から東側に逸れよるうにゆるやかな力
ーブを描いて、掘り込み状に下っていく道路である。第1期ならびに第3期道路の東側溝を削り
取っている。このため、残された路面の大方は第4期に付随するものである。
各道路は番号順に変遷して行くことは明らかである力、、それぞれの時期を確定する資料の発見

は無い。ただ、第4期路面を覆った埋土は、国分寺府中界隙で檢出される奈良平安時代の遣構の
埋土と同質のものであったことと、10世紀中頃(G 5窯式)の須恵器坪2個体が埋納された方形土
坑1基ほX13)が第4期の道路跡の北側肩部分から検出されたことを考え合わせると、この時期
までは道路として機能していた可能性が高い。

構造上の特徴両側溝は媛の寝床状の長槽円形土坑を連結したような形態を示している。それ
は底面の所々に掘り残された高まりがあり、土坑状の掘り込みの単位を確ぽできるからである。
そのため底面は平らではない。溝の使用時には掘り崩したローム土で平坦に均すため、土層の堆
積状況を観察すると、下層にロームブロックの均質な詰土層があり、上層の堆積土層とは明瞭に
識別することができる。また、所々に掘り残した土橋状の断点が存在するなど形状は極めて特徴
的である。側壁面と底面には明瞭なェ具痕が認められ、掘削時のオーバーハングした状態が崩れ
ずに残されている状況は、この側溝が掘削されてから比較的短時間に埋没したことを示している,
なお、埋土の堆積状況、側壁面の形状からは掘り返しの痕跡は認められない。
通例遣構確認面は後世の多くの営力によって数10cmは携乱削平されていると認識するのが一般

的である。道路遣構も側溝が確認されても路面は削平されている場合が当然予想されるが、それ
にも係わらず路面力f檢出されるのは、左右の側溝面よりも路面が低位に存在するからである。断
面形は皿状を呈し、多くの場合その中央部分に硬化面が存在する。検出した路面は、前述したよ
うに第4期に付随するもので、側溝は伴わないが、人々の往来により路面が削られ、歳月と共に
挟れていった結果、帯状の窒地が形成され、切り通しに近づくほどその挟れは深くなっていった
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ものと思われる。これに対し、意識的に削平したものであるとの意見もある力、-、平坦地における

路面の多くは人々の往来の結果、徐々に削られていったものと考えるのが合理的であろう。崖線

部は人ェ的に削平されているカオ、築造時は我々が想像する以上に急峻な坂道であった可能性があ

り、その後は人々の往来、風雨などにより徐々に削られ、ゆるやかな坂道に変化していったもの

と見られる。このように路面が人々の往来する事によって削られていったと考えるのは、窒みの

中心が側溝に区画された道路内のセンターに位置しない事からも裏付けられる。

路面に認められた硬化面は、それぞれの地点で異なった顔付きを示していた。最も南側の部分

(東京都埋蔵文化財センクー調査地点)で確認された硬化面は通常この地域で検出される硬化面

とは異なり、周辺の路面と比較すると、固く締まっている程度の部分であって、床面状の硬化面

としてぽ識することは出来ない。中央北側部では、床面状の硬化面が二条、幅40cmの帯状に蛇行し

ながら北側の掘り込み状の坂道に向けて延びている。この細長い硬イヒ面の状態は古代道路の日常

的使用状況を典型的に示している。 ,

北側部分の路面には第1期・第3期は顕著な硬化面は認められない。第4期の路面は、掘り込

みを増しながら斜面を下って行く。硬化面はその中央を波板状に連続していく力、\最も北側部分

でこの硬化面を削り込んで新たな路面が刻み込まれている。時代を重ねながら路面が徐々に削り

込まれていく様子を理解することができる。

歴史的位置づけSF1道絡は歷史地理学を中心に「東山道武蔵路」として積極的に評価されて

いる。1980年代後半、この直線道路の歴史的位置づけについては、これらを調査した■分寺市・府

中市界隙の考古学関係者の間では、その扱いについては慎重であった。この直線的大道を「続日

本紀」記載の宝亀二年以前の東山道と結びつけることは可能であったが、考古学的にそれを夷証

するにはデークが少ないと考えたからである。

全国的に古代道の発見が相次いだ時期で、その構造が漸く明らかになりはじめた段階であった

考古学的にはSF1道路の構造と変遷をより詳細に明らかにし、その上で歴史的位置づけをどの

様に実証してくかが課題であったカシ当初から「東山道武蔵路」が前面に打ち出されたため、そ

の後の研究はそれを前提に帰納的に確認していく方法で進められることとなった。

この道路は、他地域で檢出された古代道との比較から典型的な古代道としての形状を示してい

る。その地理的位置が武蔵国府と上野■との最短路線上にある。尼寺中軸線がこの道路の方向に

強く影響を受けている。武蔵■府の西側境界がこの道路遣構により限られている。道路の築造年

代が7世紀第3四半期と考えられている。など多くの点で「東山道武蔵路」であることを肯定し

ているカダ、最終的にはこの道路跡に接する駅家の存在が明らかになって考古学的な実証としたい,

なお、埼玉県川越市八幡前.若宮遣跡で「韓長」の墨書土器が発見されているので、その日も

そう遠くないであろう。また、この道路の築造技術.構造.路線等が中世鎌倉往還路とどのよう

に関わり、変イヒしていくのかは今後の課題として残されている。

近年の調査でわずか百数十m西側に鎌倉街道が檢出されている。古代から中世へ歴史のダイナ

ミックな転換期に道路綱が果たした役割をいかに引き出すきかは我々に課せられた責務である。
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V. 「東山道武蔵路」跡検出の意義

......................................................±K� 5t-

日本古代史の研究上、すでに先学によって提唱され、定説化している「仮説」的事実がある。

古代の官道の実態をめぐる見解もその一つである。

古代の交通については、博搜された関係資料の分析による優れた駅制史の研究や地形の観察、

現存地名の檢討にもとすく歴史地理学的な研究が広く知られてきた。坂本太郎『上代駅制の研究』

(1928)、田名網宏『古代の交通』(1969)、そして藤岡謙二郎(編)『古代日本の交通路』I～IV (1978-

79)は、その代表的な業績として関係学界に謄炎されている。また、東山道そのものについては

一志茂樹『古代東山道の研究』(1993)と黒坂周平『東山道の実誕的研究』(1994)によって深められ

ている。ともに文献資料を主としながらも、歴史地理学的視点をとり入れての研究であり、踏査

事実を縦横に活用している労作である。他方、近年、山陽道において駅館跡そのんのの検出がな

され、さらに、各地における大・中・小路に比定される道路跡の発掘も進み、考古学の方法によ

って古代の道路跡とそれに関連する遣構の檢出が実証的に可能であることが提示されてきた。

この度の「東山道武蔵路」跡の発掘も、すでに付近における既知の所見から予想されてきたと

ころであった力ぐ、遺存状態がきわめて良好であったため、その夷態を仔細に観察檢討された例と

して関係者の耳目を款てたのである。

幅貝12m乃至9m、直線にして340余mにわたって台地上を貫通する道路跡が見事に白日のもと

に晒されたとき、中央集権国家の政治体制を眼前にみることができたのである。

この「東山道武蔵路」に比定される道路跡は、賣亀2 (771)年10月に、武蔵国が東山道から東海

道に所属がえになった結果(『続日本紀』)、武蔵往遺路は公的に廃止された。

しかし、天長10(833)年5月に、武蔵■は「管内廣遠ニシテ行路難多ク」「公私ノ行旅飢病ノ者

多キクメ」「多麻.入間両郡ノ界二悲田処ヲオキテ屋五宇ヲ建テ」ているので、9世紀の中頃には

「私」だけでなく 「公」の使者も「武蔵路」を通っていたことが知られる。それは武蔵国と上野

国との間の交流が活発であったことを示している。

東山道武蔵路は、その起点が武蔵国府の範囲を限定させるのに役立つだけでなく、国分二寺の

創建と流伝問題の解明にも有用であり、武蔵国と上野国との中間における駅をめぐる問題にも、

一つの拠り所を確実にあたえるものとしてその意昧はきわめて重要である。

武蔵路は、武蔵国府内のどの地点を起点として上野■に向うのか。そして、東海道に編入後は

東にどのルトを通って下総■にいたるのか。かつての「乘鍵]駅所在地論争も考古学の方法に

よって解明される可能性が大きく浮上してきた。

東山.東海の二道は、ともに中路であった。それは、日本列島の東への情報伝達の動脈として

また、西への経済的動脈として、古代国家体制の根幹に大きくかかわっていたのである。古代の

官道、それは中央集格国家にとって不可欠のものであった。

いま、「東山道武蔵路」の検出は、如上の間題に対するキーボイントの一つとなったのである
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